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「第一のものを第一に」 
ヨハネによる福音書 6章16～33節 

 

 
 今月は 6 章の 16 節から 33 節が聖書の箇所ですが、その前半は二千年の長きにわたり、教会に連
なる人々の慰めと力の源泉となってきたところでもあります。ヨハネ福音書の著者は 言い伝えでは

12 弟子の一人のヨハネともされてきましたが、そのヨハネ自身、ガリラヤの漁師の出でした。そん
なヨハネにとって、故郷

ふるさと

ガリラヤの湖での出来事は心に深く残り、大切な想い出となっていたにち
がいありません。 

 プロの漁師である自分であっても、目に見えるところは限られている。どんなに先を読んでも、そ
こでどれほど備えをしても、順風満帆

じゅんぷうまんぱん

がすべて保証されるわけではない。しばしば、予期せぬ突風
にみまわれてしまう。ヨハネは自身の体験として、そんなふうに感じていたのではないでしょうか。

そして、歴代の教会とそこに生きた信仰者たちもまた、自
みずか

らの歩みをそれに重ねて、その日々を生
き抜いてきたのでした。自分たちもまた、ガリラヤの湖上にいる。そして、時に激しい波にたじろぎ、
時に激しい風に押し戻されては、嵐の中で立ち往生する。けれども、そんな自分たちであっても そ

こでなおも、風と波を生き抜く者とされていく。なぜなら、イエス・キリストがそこにいてくださる
から。そこには舟があって、それは主イエスの舟だから。信仰にあって、彼らはそう信じたからでし
た。 

 
 この出来事は、すでに学んだ「五千人の給食」（2017 年 4 月）に続く、その直後の出来事です。
舞台は、16 節にあるとおり、給食の丘から下りた 丘の下に広がるガリラヤ湖。時は、ユダヤの人々

が「第 2 の夕刻」と呼ぶ、黄昏
たそがれ

と夜の間の 日の落ちる頃でした。弟子たちが丘を下
お

り、湖に舟を出
します。が、舟を漕

こ

いで向こう岸に渡る途中、風が吹き出し、湖面が荒れ始めました。弟子たちは、
湖の途中で往生しています。と 見るや、湖面を歩いて、イエス・キリストが彼らのもとに来られ、

目指す地に無事 舟を導かれた、という出来事です。 
 実は、マタイ、マルコの両福音書もこれを記していて（マタイ 14：22～33、マルコ 6：45～
52）、いわゆる並行記事とされています。そこで、これらをあわせ読んで、事の全体をいま少し丁寧

に再現してみましょう。こんなふうになります。 
 まず気づかされるのは、マタイ（22）、マルコ（45）を見ると、「イエスは弟子たちを強いて

．．．

舟に乗せ、向こう岸・・・へ先に行かせ」と記されていることです。弟子たちは、自分たちで

舟に乗ったのではなく、主イエスに強いて乗せられたというのです。主イエスはきっと、弟子たちを
その場から去らせたかったのでしょう。五千人の給食の最後（6：15）に記されていたように、パン
と魚
さかな

の奇跡を目にした群衆が主イエスをこの世の王に仕立てようとしたからです。弟子たちの中に
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も そうした動きに同調する者がいた、とも考えられています。熱心党のシモンかもしれません。

ローマ帝国の支配から祖国を解放しようとした、革命的な政治結社の出身です。イスカリオテのユダ
かもしれません。ユダが後

のち

にイエス・キリストを裏切ったのは、主イエスを売って追い詰めること
で この世の王としての蹶起

けっき

を促したのだとする説も、それなりの支持を得ています。いずれにせよ、

他の者たちを出し抜いてでも 自分（たち）を権力の座に、と願い出るような弟子たちです（マルコ 
10：35～45 他）。そんな弟子たちが群衆のこの世的な願望に毒されるのを、主イエスは嫌われたの
ではないでしょうか。ですから、強いて、弟子たちを舟に乗せた。これが出来事の重要な背景で、そ

のうえで、マタイ（14：22～23）はこう語っています。「イエスは・・・その 間
あいだ

に群衆を解

散させられた。群衆を解散させてから、祈るためにひとり 山にお登りになった」（マル
コの並行箇所は 6：45～46）。主イエスはおそらく、後

あと
から湖の岸を歩いていって 向こうで合流す

るから、とでも言われて、弟子たちをカファルナウムに向かわせたのでしょう。こうして、弟子たち
は舟を出しました。 
 ところが、「強い風が吹いて、湖〔が〕荒れ始め」ます（18）。ガリラヤ湖はさほど大きくな

く、しかも、周囲を山や丘に囲まれています。そのため、天候しだいで突然 突風にみまわれ、湖面
が大きく波立ちます。弟子たちは今や、そんななかに置かれました。岸からすでに「二十五ない

し三十スタディオンばかり漕
こ

ぎ出
だ

し」ています（19）。およそ 5 キロで、すでに、湖の中ほど 

四分の三ほどの所にいたと思われます。戻るに戻れず、逆風で 進むにも進めない。文字どおり、荒
波に翻弄

ほんろう

される弟子たち。が、そのときです。山で祈っておられた主イエスが、弟子たちの苦境に
目を留

と

められます。6章の冒頭（4節）に記されていたように、時は過越祭
すぎこしさい

間近の頃。満月に近い夕

べです。風も吹いている。雲も払われたことでしょう。とすれば、満月に近い月が夜空に皓々
こうこう

と
照っていたのではないでしょうか。その月明かりのもと、波に 弄

もてあそ

ばれる弟子たちの姿を眼下に見
た主イエスは山を下

お

り、弟子たちのもとに急がれます。そして 19 節、20 節、主イエスは「湖の上

を歩いて舟に近づ」き、「言われた。『わたしだ。恐れることはない』」。すると21 節、「間

もなく、舟は目指す地に着いた」と、ヨハネの福音書は記しています。 

 これが、今月の前半部分、「湖上の奇跡」と呼ばれる出来事の全容です。 

 
 キリスト教会のシンボルとして、しばしば「舟」が描

えが

かれるのを御存じかと思います。舟を重要
な題材としたこの出来事がこうして 救いと支えの言い伝えとなり、それらの場である教会を表わす

ものとして 舟が各地で描
えが

かれるようになったからです。 
 実際、人生というのは 言いようによっては、悩みや苦しみの連続と言えなくもありません。私た
ちは、嵐の吹き荒れる社会で嵐の吹き荒れる心の内を生きているとも言えるのではないでしょうか。

そこでは、世の術
すべ

や知恵だけではどうにもならない場合も少なくありません。荒波に揉
も

まれる弟子
たちの姿はその象徴で、プロの漁師だった者たちが 今まさに、湖上の波に翻弄

ほんろう

されています。人生
とは、それが大事なことであればあるほど、そういうものではないか。生きるうえでの核心に触れる

ことであればあるほど、そういうものではないか、と思わされます。そして、私たちはそこで、何を
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基
もとい

として、何のために、何を目指して生きるのか、と そのように問われているように思うのです。 

 が同時に、しかし、主イエスが弟子たちを忘れておられたというわけでもない。その眼差
まなざ

しは、祈
りの山からずっと、弟子たちの上に注がれていました。主イエスは外野席から ゲームを観戦してお
られたわけではなく、山を下

お

りて、弟子たちのもとに来てくださった。そして、もうひと漕
こ

ぎする力

を与え、目指す地へと導いてくださいました。このように、私たちは神の愛と善意の中に置かれてい
る。イエス・キリストがそこにいてくださるから。そこには舟があって、それは主イエスの舟だから
です。キリストの体と呼ばれる教会は こうして、救いの舟とされ、いのちの舟とされていったので

した。 
 ですから、そこでまた、しばしば読み上げられる詩

うた

があります。次のような詩
うた

です。 
 

彼らは深い淵
ふち

で主の御業
み わ ざ

を 

驚くべき御業を見た。 

・・・・ 

苦難の中から 主に助けを求めて叫ぶと 

主は彼らを苦しみから導き出された。 

主は嵐に働きかけて沈黙させられたので 

波はおさまった。 

彼らは 波が静まったので喜び祝い 

望みの港に導かれて行った。 

 
 旧約聖書の詩編 107 編（24、28～30）の詩

うた

です。神に信頼を寄せる者の証
あか

しの言葉で、福音書
の湖上の出来事とあわせ、教会とそこに連なる人々に慰めと力を与え続けてくれています。 

 これが、今月の前半の箇所から伝統的に語られる、中心的かつ代表的なメッセージと言えるでしょ
う。そして、私たちはそこから間違いなく、深い慰めと確かな力とを頂いてきました。その意味で、
前半の湖上の記事は、聖書の中でも大切なそれの一つと言って過言でないと思われます。 

 
 しかしながら、なのです。しかしながら、マタイ、マルコ、ヨハネの 3 つの福音書を読み比べて
みるとき、誰もが一読して気づかされるのではないでしょうか。そこに違いがあることです。細かな

相違を挙げれば、あれこれ 幾つもあるでしょう。けれども、－それらはひとまず置いておいて－
何より顕著に、明らかに違っていること。それは、湖上の箇所を挟んだ 前後の展開の違いではない
でしょうか。つまり、（内容的にも構成的にも、また資・史料の点でも全体として共通点が多い、い

わゆる）共観
きょうかん

福音書と呼ばれる分類に属するマタイとマルコは同じなのですが、ヨハネがそれらと
は違っていることです。 
 どこがどう違っているかといえば、五千人の給食に続けて 湖上の出来事を記しているのはいずれ

も同じです。問題はその後
あと

で、マタイとマルコがゲネサレトでの病人の癒やしの様子を記している



わたしの心に・・・ 

 4 

のに対し、ヨハネはそれとは全く違って、カファルナウムの会堂でのやり取りを記していることです。

しかも、その記述たるや、なんとも長々として、諄
くど

いほどの書き方ではないでしょうか。マタイと
マルコの癒やしが簡略な報告風なのと比べ、ここでもまた 対照的です。ちなみに、ゲネサレトはカ
ファルナウムのすぐ南－ティベリアスの北－に位置する肥沃な平地で、両者は隣接しているので、

二つの出来事は、主イエスの一行
いっこう

がそれらの一帯を回られたとき、そこで同じころになされたもの
と思われます。いずれにせよ、なんとも興味深いのは、マタイとマルコが 奇跡（五千人の給食）か
ら奇跡（湖上の奇跡）へ、そしてまた奇跡（病人の癒やし）へと繋

つな

げていて、その展開がスムーズ

で自然なのに対し、ヨハネは最後の締めのところで、奇跡ではなく 主イエスの教えを－会堂での
それですから、説教とも言えるような そのような教えを－記していることです。どう見ても、ス
ムーズな移行とは言いがたく、むしろ、唐突な感が否めません。けれども、違和感さえ感じさせる 

この分かりにくい組み立てにこそ、ヨハネが提示したかった視点とメッセージの中心が示唆されてい
るように思われるのです。つまり、マタイとマルコが一連の奇跡的出来事を通して メシアたる主イ
エスの特質を告白しようとしたのに対し、ヨハネの視点はそれとは違っていた。ヨハネが示したかっ

たのは、五千人の給食にあずかって 主イエスの後
あと

を追った人々が－加えて、同様の期待を持って、
ティベリアスからこれに合流した人たちも－そのすぐ後

のち

、対岸のカファルナウムで態度を一転。主
イエスの言葉を受け入れない者たちが多く出たという、その事実だったのではないか。言い方を換え

るなら、ヨハネの場合、五千人の給食と内容的に繋
つな

がっているのは、湖上の奇跡というより、カ
ファルナウムの会堂でのやり取りのほうで、対比的な文脈でそのように繋がれているということです。
五千人の給食の恵みを頂いた その同じ人たち

．．．．．．．
が、「人の子の肉を食べ、その血を飲まなけれ

ば・・・」（6：53 以下）と言われるや 態度を一変させ、恵みを下さったその主を拒んで、そのも
とを離れていく。そのような 対比的な連続です。明らかに－湖上の出来事を跨

また

ぐようにして－繋
ぎ置かれたこの対比をもって、ヨハネははたして 何を言わんとしたのか、何を伝えんとしたのか。

それが事の中心であって、五千人の給食とカファルナウムの会堂での教えを切り離し それぞれを別
個のものとして扱うのではなく、両者を一つの全体として読むことが重要のように思われます。そも
そも、間に挟まれた湖上の奇跡の記述は、マタイとマルコがそれを丁寧に記していて その重みが感

じられるのに対し、ヨハネのそれはいかにも簡略で、どこか ナレーション的な挿入の感すらするも
のとなっています。－マタイ、マルコに比してのことですが－その比重がやや軽く感じられはし
ないでしょうか。こうした意味合いからして むしろ、湖上の記述こそが唐突、と言うべきなのかも

しれません。 
 
 ということで、今月の前半部分（16～21 節）については 上述のような伝統的講解を御紹介する

にとどめ、それ以上のあれこれは－その機会があることを願いつつ－マタイやマルコの箇所を扱
うときに委ねたいと思います。 
 今回は、後半部分（22～33節）に主眼を置くことにします。そして、以降 3回にわたり、五千人

の給食との対比を念頭に置きながら、また ヨハネの教会が置かれた当時の情況にも照らしながら、
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ヨハネならではのメッセージを聴き取っていけたらと思います。 

 前置きが長くなってしまいました。御容赦ください。それでは、後半の22～33 節に移りましょう。 
 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 
 私 事
わたくしごと

で恐縮なのですが、もうだいぶ以前、長男とこんな話をしたことがあります。「人間なら

ではの、これぞ人間という最大の特長といったら、いったい 何だと思う？」 皆さんは

どう思われるでしょうか。そのとき、彼曰
いわ

く、「大学の先生は、反省することだって言ってた

けど」。学生の扱いによほど 手を焼いていたのかもしれません。が これに対し、私は次のように話
したのを覚えています。「例えば 犬だって、一度 痛い目に遭

あ

うと、同じ失敗をしないよう

に気をつけるだろ。記憶によるものだけど、心理学では、それも広い意味で『反省』っ

て言うんだよね」。私はこう思うのです。人間には見られるけれども、動物にはまず間違いなく見
られないもの。それは、「自分はなんで、ここにこうしているんだろう」と考えること。なぜ、

ここにこうして生きているのか。何のために、何によって・・・と思いめぐらすことです。いわば哲
学的な、ここにあることの理由とその生きる意味とを問う心と言ってもよいでしょう。そうした心は 
他の動物にはまず見られないもので、その意味で、それは何よりも人間らしい問いの心と言えるよう

に思われます。そして、よく言われるように、「なぜ生きるのかを知っている者は、ほとんど

どんな生き方にも耐えられる」のではないでしょうか。自分が壊れることなく、そのようにい
られるのではないでしょうか。 

 実際、そのような真理を証言する人々は決して少なくありません。ユダヤ人の精神医学者にヴィク
トール・フランクルという人がいますが、そのフランクルもそうした人の一人です。オーストリアで
長年 精神科医として働き、すでに天に召されましたが、『夜と霧』という書物で知られています。フ

ランクルは第二次大戦中、ユダヤ人であるがゆえに、ナチスによってアウシュヴィッツの強制収容所
に入れられました。フランクル自身は幸いにも生き延び、解放の時を迎えられましたが、戦時中、ナ
チスによって命を奪われたユダヤ人の数は 600 万人を下らないと言われています。『夜と霧』は、強

制収容所に収容されていた その折、共に収容されていた同胞の様子を、フランクルが精神医学者と
して記録したものです。その中に、こんな記述があります。「繊細な性質の人間がしばしば、頑

丈な身体
しんたい

の人間よりも 収容所生活をよりよく耐え得た」。過酷な収容所での生活です。体の

頑丈な者のほうが当然 生き延びると思いきや、そうでもない。一見 繊細で弱々しく見える人のほう
が往々にして、より確かに生き延びたというのです。それは、フランクルの観察によれば、精神的・
人間的に崩れた人のほうが脆

もろ

くも倒れてしまったからでした。つまり、自身の内に拠
よ

りどころを持

たない人のほうがむしろ 容易に崩れて倒れてしまう、と言うのです。 
 何を基

もとい

とし、どんな意味を見出
みいだ

し、そしていかなる希望を抱
いだ

いて そこにいるのか。また、この
先を歩むのか。それが大切なことのように思われます。気づいてみたら、本来 生きるべき人生を生

きないままに終わってしまった、というようなことは、誰も望みはしないのではないでしょうか。そ
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のためにも、日々の雑事に心奪われるばかりでなく、ひと時、余計なものの何もない、余分なものの

何もないところに心の目を置き、そこで大事なものを見極める目を養うことが重要のように思われま
す。言い換えれば、本当はさしたることもない飾りのあれこれやおまけのあれこれを一度 削

そ

ぎ落
お

と
し、そして、真実 大事なものを見抜く目でもって物事を捉え直すこと。また、自分自身の生き方を

捉え直すことが必要なのではないか、ということです。そうしたあり方が年々希薄になりつつある昨
今なればこそ、これまで以上にそう感じられてなりません。 
 

 後半の箇所は、22 節にあるように、「その翌日」との言葉から始まっています。ガリラヤ湖の丘
の上で 男性だけでも 5,000 人以上の者たちにイエス・キリストがパンと魚

さかな

を分け与えられた「五
千人の給食」の出来事の、その翌日ということです。奇跡を目

ま

の当
あ

たりにした群衆たちは主イエスの

力に興奮し、ユダヤを支配していたローマ皇帝に対抗する自分たちの王としてイエス・キリストを祭
り上げようとしました（6：15）。しかし、主イエスはこの世の見える権力の王にされることを嫌わ
れ、その場からまず 弟子たちを向こう岸のカファルナウムに退避させられます。そして、御自分は

群衆を解散させ、山に退かれて、父なる神との交わりの時をお持ちになられた。今月後半の記事は、
これに続く出来事を記したものです。安息日

あんそくび

にカファルナウムの会堂で礼拝をまもられた折のことと
考えられます。 

 奇跡を目にした群衆たちは、一部がその場に残って夜を明かしたのでしょう。彼らは、舟が一艘
そう

しかなかったこと、しかも主イエスはそれに乗り込まれず、弟子たちだけが乗って 向こう岸へと向
かったことを見ていたものと思われます。ですから、彼らは、主イエスがまだ近くにおられて、夜

よ

が

明けたらまた会えると思って、そこで夜を明かしたのではないでしょうか。ところが、朝になってし
ばらく待っても、主イエスが姿を現わされる気配はありません。そうこうしていると、向こう岸のも
う一つの町ティベリアスから、小舟が数艘、彼らのもとにやってきました。前の晩、湖の嵐にみまわ

れ、群衆のいた岸の方に渡ることができなかったのでしょうか。そして、群衆も彼らも、主イエスと
弟子たちが揃

そろ

って もはやそこにはいないことに気づきます。そこで、一同は皆、慌
あわ

てて舟に乗り、
イエス・キリストを捜しに向こう岸のカファルナウムに向かった。これが、後半のやり取りの背景と

なる 22節から24節までの経緯
いきさつ

です。 
 
 こうして、彼らはカファルナウムの会堂で主イエスを見つけます。そして、言います。25 節、

「ラビ〔すなわち、先生〕、いつ、ここにおいでになったのですか」。ある人は、ここには 
群衆たちの不満が感じ取れる、と言います。私たちはあなたを王にして 力あるリーダーにしようと
しているのに、あなたはどうして 私たちに隠れてここにいらしたのですか。どうして 私たちが期待

するとおりにしてくださらないで、私たちを出し抜くようなことをされるのですか、とでも言いたそ
うな そんな苛立

いらだ

ちが見て取れると言うのです。イエス・キリストの後
あと

を執拗
しつよう

に追いかける彼らの姿
からして、確かに そうした苛立ちがあったのではないでしょうか。けれども、主イエスは直接には、

彼らの不満に答えられません。いつ ここに来たのか、という彼らの問いにはお答えにならず、むし
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ろ こう語られます。26 節、「イエスは答えて言われた。『はっきり言っておく。あなたが

たがわたしを捜しているのは、しるしを見たからではなく、パンを食べて満腹したから

だ』」。ここでもまた、「はっきり言っておく」と、主イエスは言われています。原語のギリシア
語で "ἀμὴν

ア メ ー ン

 ἀμὴν
ア メ ー ン

" となっている表現で、私たちの言うところの「アーメン、アーメン」です。

大切なことを言われるときの言い回しであり、かつまた しばしば、聞き手が予期せぬことを語られ
るときの言い回しでもあります。すなわち、「あなた（方）は思い違いをしている」と そう語
られるときのそれで、ここはまさに そのケースと言えるでしょう。あなた方は、私そのものに惹

ひ

か

れて ここに来ているのではない。満腹するまで、ただでパンを食べさせてもらったからだ。あなた
方が求めているのは私そのものではなく、自分の欲するところを満たし、見える仕方で望むものを
叶
かな

えてくれる人物だからである。そもそも パンと魚
さかな

は我が父なる神の思いを表わすしるしであり、

神が皆に賜
たま

わる恵みのしるしなのに、そのしるし
．．．

ということに あなた方の目は向けられていない。
しるしというのは、見えるその背後に、それ以上の大切な事柄が隠されているものなのに。何にも増
して目を向けるべき、より本質的な、より一義的なものが、と つまりは 主イエスはそう言わんとさ

れたのでしょう。実際、私たちは目の前の見えるあれこれに目を釘
くぎ

づけにされ、まずもって見詰め
るべきものから目が逸

そ

れてしまうことが少なくないのではないか。そして、生きるに真実 大切なも
のを見失ってしまうことが少なくないのでないか、と そう思わされもします。 

 
 そのようにして、イエス・キリストが続けられた言葉。それが、次のような言葉でした。「朽ち

る食べ物のためではなく、いつまでもなくならないで、永遠の命に至る食べ物のために

働きなさい。これこそ、人の子があなたがたに与える食べ物である。父である神が、人

の子を認証されたからである」（27）。「認証」というのは、指輪に彫り込んだ印鑑などで押す 
証明の印のことです。格式を大事にする人々の間では現在も行なわれており、該当の箇所に溶かした

蠟
ろう

を垂らし、その上に押印
おういん

をします。聖書の時代には 蠟の代わりに粘土を使うこともありましたが、
要は、書面にされたものの所有権や記載内容の確認、同意を保証するものです。つまり、主イエスは
こう言われたわけです。「私が、朽ちないその食べ物を与える者である。なぜなら、父なる

神が私の所有者であり、私の言動の正しいことを確認し、私の一挙手一投足に同意され

ているからだ」 
 とはいうものの、群衆はそう易々

やすやす

とは説得に応じません。「ならば・・・」と、条件を持ち出しま

す。30 節、31 節です。「それでは、わたしたちが見て あなたを信じることができるよう

に、どんなしるしを 行
おこな

ってくださいますか。どのようなことをしてくださいますか。

わたしたちの先祖は、荒れ野でマンナを食べました。『天からのパンを彼らに与えて食

べさせた』と書いてあるとおりです」。「マンナ」とは、エジプトを脱出したイスラエルの民
が荒れ野を放浪した40 年の間、天から与えられた食べ物でした。旧約聖書では「マナ」（出エジプ
ト 16：31 他）と呼ばれていますが、出エジプト記などに「朝・・・露

つゆ

が蒸発すると、・・・荒れ

野の地表を覆って 薄くて壊れやすいものが大地の霜のように薄く残っていた」（同 16：
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13～14）と述べられているものです。それは、「蜜の入ったウェファースのような味がした」

（同 16：31）と記されています。イスラエルの人々はこれを「天からのパン」（同 16：4）と呼
んでいました。そして、次に救い主が来られるときには かつてモーセを介して与えられたそのパン
をもう一度 与えてくださる、との信仰が受け継がれてもいたのでした。ですから、群衆はそれを要

求した。ならば、もっと確かなしるしを見せてくれ。そうだ。モーセがしたように、天からのパンを
食べさせてくれ、と言って。しかし、どう思われるでしょうか。ここでもしも、主イエスが奇跡を行
ない、彼らに天からのマンナを与えられたとしたら・・・。群衆はそれを見て、はたして、主イエス

を信じ、生涯 主イエスに従っていく信仰者になったと思われるでしょうか。私には、なかなか そう
思えないのですが・・・。実際、群衆はすでに、五千人の給食を目

ま

の当
あ

たりにしていました。それど
ころか、26 節の「しるし」という言葉は、原文のギリシア語では単数形でなく、複数形（σημεῖα

セ ー メ イ ア

＜σημεῖον
セ ー メ イ オ ン

, -ου, τό）で書かれています。ということは、群衆は、一度だけでない。それまでにも、
不思議な業

わざ

を何度も目にしていたということです。にもかかわらず、彼らはまた、奇跡を見せてく
れ、と言っています。ここで見せても、また別のところで同じような要求をするのではないでしょう

か。事実、4 つの福音書を読むと、同様な要求が一度ならずなされていることが分かります。けれど
も、そのことを見抜いておられたのでしょう。主イエスはいずれのときも、要求を拒否されています。
今回もまた、マンナをお与えにはなりません。代わりに、主イエスは次のように言葉を返し、事の核

心を語られます。「はっきり言っておく。モーセが天からのパンをあなたがたに与えたの

ではなく、わたしの父が天からのまことのパンをお与えになる。神のパンは、天から

降
くだ

って来て、世に命を与えるものである」（32～33）。すなわち、パンを与えたのはモーセで

はなくて、神である。モーセはそれを取り次いだにすぎない、ということ。そしてまた、神は、御自
分の民を顧みてくださっているそのしるしとして、天からのパンをお与えになった。それは、今この
時に至って、お腹

なか

を満たす肉のパンを超えて、人の魂を満たす「まことのパン」「命のパン」として

天から与えられる、ということ。そのことを、主イエスは告げられたのでした。 
 
 いったい、何が問題なのでしょうか。人々の何がどうずれていたのでしょう？ 彼らはどこでどう

勘違いしたのでしょうか。それは、まずもって見るべきもの、まずもって見るべきところに目が向け
られていなかったことではないでしょうか。そして、本来 第一にすべきものを第一とせず、逆に 第
二・第三のものに心を奪われてしまった。心を奪われ、心を忙しくして、事柄の順序を逆にしてし

まったのではないでしょうか。そのようにして、見た目のしるしが第一にされ、その意味に心が向け
られなかった。周辺的なあれこれが第一にされ、本質的な事柄が忘れられてしまった。肉の関心が第
一にされ、内なるいのちのこと、内なる魂のことが置き去りにされてしまったのではないでしょうか。

そこに 人々のずれがあり、勘違いがあったように思われます。しかも、この私たちもまた そうした
落とし穴に陥らないともかぎらないわけで、他人事

ひ と ご と

と澄ましてはおれない問題のように思われます。 
 

 こうしたことと関連して、私たちにすぐにも想い浮かぶのは、マルタとマリアの あの場面ではな
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いでしょうか。ルカによる福音書の10 章に記されている出来事ですが（38～42 節）、ここでの問い

と相通じる問題を深く問いかけています。御存じのとおり、事の次第は複雑なものではありません。
ある村に、マルタとマリアという姉妹が住んでいました。そのふたりの家にイエス・キリストが立ち
寄られたときのことです。姉のマルタはもてなしに忙しく立ち働いています。一方、マリアはという

と、主イエスの足もとに座り込んで、話に聴き入っています。そこで、姉のマルタの不満が主イエス
に向けられます。「手伝ってくれるよう、マリアにおっしゃってください」（40）。しかし、
そんなマルタに対し、主イエスはひと言、こう諭

さと

される。「あなたは多くのことに思い悩み、

心を乱している。・・・必要なことは ただ一つだけである。マリアは良い方
ほう

を選んだ。

それを取り上げてはならない」（41～42）と。皆さんはどうお思いになられるでしょうか。働き
者のマルタへの同情からか、これは彼女の態度を非難したのではなく・・・と、マルタの厚意を

慮
おもんぱか

って ソフトランディングに努める傾向もないわけではありません。ですが、そもそも、もて
なしなど どうでもいい、と 主イエスがマルタの厚意を端

はな

から無下
む げ

にされたとは、私には思われま
せん。主イエスがそんな無機質で無神経な方であろうはずがないからですが、ふたりの出来事を解説

していて面白い一文が目につきました。フランスのミシェル・クォストという カトリックの司祭の
ものですが、ウイットに富んだ こんな文章です。まずは、それを読んでみましょう。 
 

 イエスは、「何でもないことに」とは言われません。というのは、彼も空腹を感じて

おられ、間もなく食事をされるはずであったからです。イエスは、マルタが料理するこ

とを咎
とが

められたのではなく、あまりにそれに心を奪われ、それによって、仕事の奴隷に

なってしまうことを指摘されたのです。・・・さて、私たちはどうでしょう。私たちも

食事をしなければなりません。・・・生きるため、そして家族を養うためには働かなけ

ればなりません。・・・しかし、私たちはあまりにも往々にして マルタのように時間に

追われ、押しやられ、呑
の

みこまれ、遂
つい

には仕事の奴隷になってしまうのではないでしょ

うか。 

 御婦人方、皆さんは家の内部や子供たちの小奇麗
こ ぎ れ い

さなどの奴隷になってはいませんか。

ここに 埃
ほこり

が溜
た

まったとか、あそこに染みが付いたとか、私のタイル、私の敷石
しきいし

、私の

電気掃除機、私の洗濯機・・・などの 虜
とりこ

になってはいませんか。男性の皆さん、あな

た方の奇麗にしなければならない車、奥さんのアイロンのために二カ月前から修理する

はずだった差し込み、奥さんはそのために いつも接続コードを別のところに繋
つな

がなけ

ればならない・・・大工道具〔も〕・・・ 何やかや色々あります。 

 私たちは 押し流されてしまいそうです！ 私たちは、・・・時間を追い求めて、常に

あらゆるところを駆け巡っています。・・・心筋梗塞
しんきんこうそく

や躁
そう

うつ 症
しょう

が私たちの動きを止

める日まで続くのです。それが・・・死でないとしても。・・・。私たちに語りかけ

る・・・神に聴くために 少しの時間を割くことができれば。 

 皆さん、神は今日
き ょ う

も、「生きなさい、食べなさい、働きなさい、戦いなさい、気晴ら
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しをしなさい。それは必要であり、良いことです。・・・〔しかし〕たとえ数分でも、自

分を静止させなさい。口を噤
つぐ

みなさい。あなたの神である私は、あなたに話したいと

思っている。私はあなたに言いたいことがある」と語っておられるのです。 

 

 つまり、肉の食べ物など どうでもいい、などとは 主イエスはおっしゃらなかった。それはいわば 
言うまでもない自明のことで、食べるものを食べなくては、私たちは命をつなぐことができないから
です。主イエスは、肉の糧

かて

を重んじられました。だからこそ、我らの日用の糧を今日
きょう

も与えたまえ、

と祈るよう、主の祈りで教えられもしたのではないでしょうか。そもそも、五千人の給食の出来事か
らして、群衆に食べ物を、と 話を切り出されたのは、主イエス御自身でした。「この人たちに食

べさせるには・・・」（6：5）とおっしゃられて。ですから、もてなすマルタの奉仕にも もちろ

ん、感謝しておられたにちがいありません。また、ルカの 8 章（1～3 節）などを見ると、主イエス
の一行には女性たちも少なからず共にいて、一行の身の周りの世話をしていたことが分かります。そ
こには当然、食事の世話も含まれていたはずですから、そうした奉仕に 主イエスは感謝してもし切

れなかったことでしょう。そうではなくて、要は、まずもって見るべきところに目が向けられないこ
と。第一とすべきものが第一とされないこと。すなわち、事柄の順序が逆にされること。そのことが
問題なのだろうと思います。そのようにして、心を乱し、多くのことに思い悩むことです。マルタは、

一時
いっとき

 手を休め、もてなしを少しだけ後
あと

にしてもよかった。温かなその気持ちは十分 理解できるも
のの、今・この時・ここで 何が第一に優先されるべきか、そのことに思いが至っていたなら
ば・・・と、そう思わされます。マルタとマリアの出来事は やはり、単なるソフトランディングで

は片づけられない問題を孕
はら

んでいるように思われます。何がそこでの中心ポイントか。主イエスが
そこで意図した本質的一点とは いったい、何だったのか。それこそが問題なのではないでしょうか。 
 一例を挙げるなら、ごく卑近な例になりますが、教会での昼食奉仕などにも似たような可能性が潜

んでいるかもしれません。ここ数年、新型コロナの感染拡大で礼拝後に昼食を共にすることがなく
なっていますが、以前、時に気になる光景が見受けられました。それは、当日の係りの人でしょうか。
礼拝中に、キッチンと行ったり来たり。なかには、説教の途中で行ったきり、戻ってこないことも

あった。そんな 昼食の準備にまつわる光景です。礼拝後の昼食のことばかりが気になって 気も漫
そぞ

ろで、説教も 心を落ち着かせて聴くことができません。今・この時・ここで 第一になすべきは何か、
に思いが至れば、そうしたことにはならないのでしょうが・・・。少しだけ時間をずらして待ちさえ

すれば・・・、少しばかり工夫をしてやり繰りすれば・・・と、そう思わされるのですが。 
 こうした 事の本質に関わる本末転倒は しかし、礼拝後の昼食だけのことではなく、私たちの生活
のいろんなところで見え隠れしているのではないでしょうか。あれをし、これをし、それもし、また

あれもし・・・と、日々の生活において、さらには教会においても、目の前のことを次々とこなすこ
とに心を忙しくしてしまう。そして、まずもって目を向けるべき本質的なものを見詰める心をどこか
に置き忘れるようになることです。けれども、そのようにして、第一のものから離れ、基

もとい

となると

ころから遠ざかるとき、本来のいのちをもたらしてくれる その一番大事なものが希薄になっていく。
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失われていくように思われます。そのためにも、私たちは少しだけ・・・すればいいのですが、その

少しだけ
．．．．

がなかなか容易ではないのでしょうか。しかしながら、主イエスが「朽ちる食べ物のた

めではなく、いつまでもなくならないで、永遠の命に至る食べ物のために働きなさい」

（27）と言われたのはまさにそういうことであり、「これこそ、人の子があなたがたに与える

食べ物である」（同）と、御自身自
みずか

らが いのちに至るその食べ物を与える、と そのように言わ
れたのでした。天からのパン・マンナはイエス・キリストから来たり、神のパン、いのちのパンは主
イエスから来たるというふうに。 

 
 群衆は尋ねました。28 節、「神の業

わざ

を行うためには、何をしたらよいでしょうか」。すぐ
前の27 節の主イエスの言葉を受けた問いです。神の下さる賜物

たまもの

を頂くには、なにがしか、神に受け

入れられる良い行ないをしなければならない。通常のユダヤ人だった彼らは、そう考えていたからで
す。そこで、あなたの言う朽ちない食べ物、永遠の命に至る食べ物を手にするには、神に受け入れら
れる どんな業をすればよいのか、と そう尋ねたのでした。これに対し、しかし、主イエスは答えら

れます。29 節、「神がお遣わしになった者を信じること、それが神の業である」。つまり、
神のもとから来たこの私を信じること、それが神の御心

みこころ

に適
かな

うことであり、朽ちない食べ物を頂く
道である、と そう言われたのでした。自分の立派さを見せ、自分の手柄を見せて、それで神に認め

てもらうというようなものではない。ただ信じること。この私を信じ、祈りを熱くして、信頼して歩
むこと。それが神の御旨

みむね

であり、生けるいのちにあずかる道である、と。主イエスは別のところで
「何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい」（マタイ 6：33）と言っておられますが、こ

れは他のどこにも増して、第一のものを第一に、という 今回の招きに通じる言葉と言えるでしょう。 
 
 「あなた方は、何のために歯を頂いているのか。何のために胃を頂いているのか。永

遠のいのちに至る食べ物を食するためではないか。キリストを信じなさい。そうすると

き、あなた方はすでにいのちを食している」。波乱の時代を生き抜いた信仰の先達
せんだつ

の言葉です。 
 「どれほど激しい嵐にみまわれようとも、どれほど舟が小さかろうとも、水が中に入

らぬかぎり、舟は沈まない」。確かないのちに生かされた平和な自分があるなら、そのようにし
てそこに 内なる確かな自分があるなら、嵐の雨風も内に入

い

り込
こ

むことはない。そして、中に入
い

るこ
とがないいじょう、私という舟が沈むこともない。そう語る格言です。 

 心に刻んでおきたい言葉の二つではないでしょうか。 
 

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 

 
 今月は、いつにも増して長くなってしまいました。今回の講解は以上ですが、実のところ、今月の
箇所を含め 59 節まで続く一連のやり取りには、もう一段 奥に、ヨハネ福音書の真の視点とも言う

べき より深い問題意識が置かれているように思われるのです。冒頭で「対比的な連続」と述べた、
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その対比に込められた意図です。五千人の給食を頂いた その同じ人たちが、「人の子の肉を食べ、

その血を飲まなければ・・・」と言われるや 態度を一変させ、パンと魚
さかな

を下さったその主を
拒んで、主のもとを離れていく。すなわち、神の恵みが一方的に・無条件に・すべての者たちに分か
たれたものの、そこから一段 深く、事が見えるしるしを超えた本質的な核心（恵みの元なる神の

御子
み こ

・主イエスへの信仰）に及ぶと、同じその人たちがそこで、それを受け入れる者（主イエスの肉
を食べ、その血を飲む者）と受け入れない者（その肉と血にあずからない者）とに分かれていった、
という そうした記述に込められた問いかけです。その背景には ヨハネ福音書がまとめられた時代的

な情況と主の晩餐式
ばんさんしき

（聖餐式
せいさんしき

）にまつわる問題があったと推察もされますが、そうした対比的連続
を通して、ヨハネははたして いかなることを語りたかったのか。それが 私たちの聴き取るべき よ
り中心的なメッセージと思われますが、それらについては、次回、次々回と 順を追って進めていき

たいと思います。 
 
〔祈り〕 

 愛する神様。 
 あなたの下さるしるしを読み解く心を、私たちにお与えください。大切なものとそうでないものと
を見分ける目を、朽ちるものと朽ちないものとを見分ける目を与えてくださいますように。そして、

いのちに至る食べ物を食することができるよう、あなたの目を私たちにお与えください。 
 そのうえで、あわせて祈ります。我らの日用の糧を 今日

きょう

も与えたまえ。日ごとの生活を支えるた
めに私たちが流す汗を、どうか祝福してくださいますように。祝福し、良きものを生み出す源として

ください。そして、そうした汗を通して、それぞれの絆
きずな

がさらに強められ、信頼が深められ、互い
に仕え合う者とされますように。欠けある者を包んで育みたもう御子

み こ

の愛を私たちの内に注ぎ、その
いのちに 私たちを生かしてください。 

 主の御名
み な

によって願い、お祈りいたします。 
 アーメン 
 


